
6 Pavilion May 2006 

モラル・ハラスメントを許すな！⑫ 

「１８歳軟禁少女」と「スーザン」と「少年Ａ」  

 

 １８歳、１２０cm、２０数kg。それを『３、４歳時に病気にかかり

発育不順』と関連させるような記述のニュースもあった。  

心理学を学んでいる方は、スーザンという女の子の記録映画

「セカンド・チャンス」を見た方もいるだろう。まもなく２歳になる

スーザンという女の子が入院した時、体重は５ヶ月児、身長は

１０ヶ月児。その上、歩くどころか這うこともカタコトをしゃべる

ことさえもできなかった。  
 

あらゆる検査を行うが、これと言って異常は見つからない。

「何がこの子の発達を阻害しているのか？」―原因がわから

ず困惑した医者は、３週間もの間、一度もスーザンに会いに

来なかった両親に気づく。医者は両親を呼んで面会し、そして

ついに病名をつけた。 
 

『母性的愛情欠乏症候群』  
 

医者は確信した。この子の成長を阻害させているのは機能の

問題ではない。「愛情不足」が原因だ！病院はボランティアで

看護士を募り、付きっきりで、なでたりさすったり、抱っこしたり

話しかけたりという「ストローク」を与え始めた。ストロークと

は、「その人の存在を認める働きかけ」のことである。  
 

すると、最初は無表情で取り付くしまもなく看護士を敬遠して

いたスーザンだったが、太陽に当たって急速に溶けていく氷

のように表情が解けていった。そして、乾燥状態の中、固い殻

に覆われて成長を止めていたタネが、水を吸って見る見る芽

吹くように驚くべき成長を遂げる。わずか２ヶ月で身長は５セ

ンチも伸び、そして、一人で病院の廊下を歩き始めるところで

映画は終わる。 
 

◇◇◇ 

この症例は、２つのことを教えてくれる。１つは、「人は無視さ

れると生 きる意欲をなくす」ということ。存在を軽視することを

「ディスカウント」という。ディスカウントセールでお馴染みの通

り、人の価値を“値引いて”見るという意味でストロークとは対

極の概念だ。その最たる行為が無視であり、殺人である。

スーザンは、存在を無視されていた。  
 

もう１つは、「心身一如」であるということだ。ディスカウント（軽

視・無視）されて心に愛情という栄養が欠乏したとき体も成長

しない。これを「ストローク飢餓」という。ストロークという「心の

食べ物」が欠乏すれば身体も成長しないのだ。言い換えれ

ば、正常な発育をしないことも、身体に現れた愛情欠乏のサ

インなのである。 
 

しかし１８歳少女の場合、母親が暴力を振るっていたわけで

はなく食事を与えるなどの世話もしていたので、虐待の一種

であるネグレクト（養育放棄）とはみなされていない。 
 

◇◇◇ 

私は、「少年A」を思い出した。一見、溺愛とさえ見える母親の

姿はネグレクトには見えない。しかし、Aは母親という『石垣』

によってこの社会から隔離され、さらにその石垣の中で心理

的にネグレクトされていた。 
 

母親は外から少年Aを解釈するばかりで、決してAの気持ちを

聴こうとはしなかった。気持ちを無視され、親の躾どおりロボッ

トのように動かされる―つまり、日常的にディスカウントされて

いた。Aも身体が小さく貧弱であり、身体にサインが現れてい

た。 
 

 Aは、自分の気持ちを誰も知る人のない「透明な存在」にな

らざるを得なかった。絶対零度の孤独。その乾ききって干から

びた心の空洞の中に生まれた“ストロークに飢えた鬼（餓鬼）”

―それが「酒鬼薔薇」だった……。  
 

私は、酒鬼薔薇が生まれたカラクリを詳細に分析し、そして同

じ過ちを犯さぬよう、また自分が無意識にやっているかもしれ

ないことに気づくきっか けとなるためにも、虐待の定義の中に

「無意識裡の心理的ネグレクト」を入れるべきだと拙著『あな

たの子どもを加害者にしないために』の中で提案した。 
 

意味は、「無意識のうちになされる心理的放置」「心の食物で

あるストロークを与えないこと」。行動としては、「相手の気持

ちを聴こうとしないこと」である。  
 

◇◇◇ 

私は、生後わずか３ヶ月で無表情になってしまった赤ちゃんを

知っている。『発育の遅れ』を理由にする前に、遅らせる原因

となった母親の心理的ネグレクトがあったのではないか。そし

て「ストローク飢餓」によってスーザンのように遅れたのではな

いか。 
 

存在感のなかった少年Aの父親と同様、『留守がちだった』父

親は母親に任せきりで「母子カプセル」ができたのではない

か。『外に出すのが恥ずかしかった』『周囲への迷惑が気に

なった』という背景に、“普通”を追い求め異質を排除しようと

する私たちの社会の気風があるのではないか。  
 

そして、地域から切り離されてバラバラのブラックボックスとな

り、主がハンドル操作を少しでも誤れば激突してしまうような

余裕のない「家族カプセル」の状況があるのではないか。 

また、私の元へご相談に来られるご家族がそうであるように、

 昨年１２月に福岡で起きた「福岡１８歳軟禁少女事件｣について、

様々な世論が交わされるなか、弊誌のこのコーナーでも寄稿い

ただいております中尾さんが一考察・見解として、大変興味深い

視点でお話されていらしゃいます。前号の「京都小６女児刺殺事

件」に引き続き、ご紹介させていただきます。（パビリオン編集部） 
 

※軟禁[なんきん]《名詞》：身体は自由にしておくが、外部との接触を許

さない状態にしておくこと。（三省堂 『大辞林 第２版』より） 
 

 「中尾相談室へようこそ」 

 http://www.jiritusien.com/nakaosodansitu/ 
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結局ハコはあっても救う魂を持たない社会システムがあるの

ではないか。  
 

◇◇◇ 

問題が起こるたびに議論が巻き起こる。が、結局放置されて

は次の事件に移っていく。なぜ、結果的に“許容”されている

のか。それは、バラバラにし均質にすることが「比較」と「競

争」を生むからではないか。多様であれば比較はナンセンス

であり、安定したコミュニティがあれば競争ではなく共同＆協

働に向かうはずだ。 
 

行過ぎた「効率競争」の挙句のＪＲ西日本の事故。  

行過ぎた「コスト競争」の挙句の殺人マンション。  
 

いい加減に気づけ！というサインがこれでもかと現れている

にもかかわらず、価値観はなかなか変わろうとしない。サイン

と い う も の は、気づ く ま で 続 き エ ス カ レ ー ト し て い く も の

だ……。 
 

 誰が犯人なのでもない。いわば、全員がこの価値観の犠牲

者。犠牲になった時に人は気づく。これが本当に求めていた

幸せだったのかと。しかし、犠牲者の側に立たなければ価値

観の信望者であり続ける。変わるために必要なものは、「想

像力」。「相手の身になって考えてみなさい」―そういう言葉が

日本の家庭から消えて久しい……。 
 

今や壊れかけている家庭は、日本全国にあると思う。 
  

◇◇◇ 

ともあれ、この女性に、スーザンと同じように『セカンド（第２

の）チャンス』が与えられんことを祈りたい。それは、ストローク

（愛情）をふんだんに与えること。そして、この社会にセカンド・

チャンスが与えられんことを祈りたい。先ず、お父さん。たまに

は早く帰って、お母さんの気持ちを聴き、そして子どもの様子

をニコニコと黙ってみてあげて欲しい。 
 

一人ひとり、できるところから始めよう。            （了） 
  

【家族の問題解決ナビゲーター  中尾英司】  

 アメリカで家を買う・売る・投資する！ 
 初めてのマイホーム・マイコンド、雇用ビザでの不動産購入・投資

その他あらゆる不動産売買に関する基礎知識・ご相談、情報提供

をさせて頂いております。信頼あるリマックスで、経験と知識豊富な、

私達エージェントに是非お任せください。    （ジェリー） 

RE/MAX MARKET  
不動産エージェント/ Jerry Grodesky 

ＴＥＬ： （847）-640-9676 （Pavilion日本語サービス） 

物件リスト： www.searchhomemarket.com 

母親が１８歳娘を“軟禁”／福岡 
 

 福岡市で母親（４０）に暴力をふるわれた傷害事件で博多署に保

護された二女（１８）が、生まれてからほとんど母親に外出を許され

ず、義務教育も受けていなかったことが６日分かった。同署が母親

を逮捕したことから発覚。二女には障害があり、母親は「外出させる

のが恥ずかしかった」と話しているという。 

 博多署によると、二女は１０月２８日午後、勝手にテレビを見たとし

て母親に背中や腰を殴られ、家を出た。１１月１日、福岡市博多区

の公園近くの路上で、はだしでいたところを通行人が見つけ１１０

番。同署に保護された。 

（共同）               （転載：日刊スポーツ九州 2005年12月6日） 
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